
中
学
校
【
国 

語
】
正
解
・
解
答
例 

 

一 問
一 

Ａ 
不
名
誉 

 

Ｂ 

勤
務
時
間 

Ｃ 

任
命
権
者 

問
二 

ウ 

問
三 

③ 

問
四 

Ａ 

社
会
生
活 

Ｂ 

言
語
文
化 

Ｃ 

論
理 

 
 

Ｄ 

読
書 

 
 

Ｅ 

説
得 

Ｆ 

評
価 

 
 

Ｇ 

進
行 

 
 

Ｈ 

合
意
形
成 

Ｉ 

信
頼
性 

 

Ｊ 

引
用 

 

配
点
：
問
一
～
問
三 

各
２
点×

５
、
問
四 

各
１
点×

１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
点 

 

二 問
一 

（
一
） 

い
た
ず
ら 

 

（
二
） 
ず
さ
ん 

 
 

（
三
） 

ふ
し
ん 

（
四
） 

契
機 

 
 
 

（
五
） 
懐
柔 

 
 
 

（
六
） 

超 

問
二 

（
一
） 

ま
だ
れ 

 
 

（
二
） 

る
ま
た 

問
三 

（
一
） 

カ 
 
 
 
 

（
二
） 

イ 
 
 
 
 

（
三
） 

エ 

問
四 

（
一
） 

鼻 
 
 
 
 

（
二
） 

駒 

問
五 

（
一
） 

無 
 
 
 
 

（
二
） 

憂 

問
六 

（
一
） 

ウ 
 
 
 
 

（
二
） 

カ 
 
 
 
 

（
三
） 

ア 

問
七 

（
一
） 

用
言
：
穏
や
か
だ
ろ 

 

活
用
形
：
未
然
形 

 
 
 

（
二
） 

用
言
：
正
し
い 

 
 
 

活
用
形
：
連
体
形 

 
 
 

（
三
） 

用
言
：
見
る 

 
 
 
 

活
用
形
：
終
止
形 

 
 
 

（
四
） 

用
言
：
冷
静
だ
っ 

 
 

活
用
形
：
連
用
形 

問
八 

（
一
） 

ア 
 
 
 
 

（
二
） 

エ 

問
九 

（
一
） 

句
切
れ
：
三
句
切
れ 

 

表
現
：
体
言
止
め 

 
 
 

（
二
） 

句
切
れ
：
二
句
切
れ 

 

表
現
：
掛
詞 

問
十 

（
一
） 

日  

将
レ  

暮 

 
 
 

（
二
） 

為
二 

鶏 
 

口
一  

無
レ  

為
二 

 

牛  

後
一 

 
 
 

（
三
） 

不
下  

為
二 

児 
  

孫
一  

買
中 
 

美  

田
上 

 

配
点
：
各
２
点×

３
５ 

 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

７
０
点 

 

三 問
一 

で
き
る
限
り
単
純
な
形
式
に
抑
え
、
少
量
の
表
現
で
た
く
さ
ん
の
内
容
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
三
十
八
字
） 

問
二 

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
語
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
一
つ
の
形
式
に
複
数
の
関
連
す
る
意
味

を
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
記
憶
の
負
担
を
減
ら
し
効
率
よ
く
す
る
た
め
。
（
六
十
五
字
） 

問
三 

副
詞 

問
四 

新
た
に
言
葉
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
今
あ
る
言
葉
を
流
用
で
き
る
点
。
（
二
十
七
字
） 

問
五 

イ
ヌ 

問
六 

Ａ 

エ 
 

Ｂ 

ウ 
 

Ｃ 

ア 
 

Ｄ 

イ 

 

配
点
：
問
一
・
問
二
・
問
五 

各
５
点×

３
、
問
三 

４
点
、 

問
四 

６
点
、
問
六 

各
２
点×

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

３
３
点 



 
四 問

一 
ａ 

意
趣 

 

ｂ 

せ
き
り
ょ
う 

問
二 
諸
生
党
の
生
き
残
り
と
し
て
、
天
狗
党
の
妻
で
あ
る
歌
子
に
復
讐
す
る
た
め
。
（
三
十
字
） 

問
三 

足 

問
四 

経
済
状
態
が
苦
し
い
こ
と
。 

問
五 

歌
子
の
夫 

問
六 

天
下
が
引
っ
繰
り
返
っ
て
い
な
け
れ
ば
。 

問
七 

内
乱
に
よ
り
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
く
歌
子
も
同
じ
で
、
敵
同
士
の
立
場

で
あ
れ
ど
、
共
に
こ
の
孤
独
や
境
遇
を
乗
り
越
え
、
今
を
生
き
て
い
く
同
志
の
よ
う
に
思
え
た
た

め
。 

  

配
点
：
問
一
・
問
三
・
問
五 

各
４
点×
４
、 

問
二
・
問
四
・
問
六 

各
５
点×
３
、
問
七 

６
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３
７
点 

 

五 問
一 

じ
ょ
う
か
ん 

問
二 

不
思
議
だ 

問
三 

③ 

僧
正 

 

④ 

仙
人 

問
四 

再
び
仙
人
が
煙
を
伝
わ
っ
て
降
り
て
き
て
ほ
し
い
と
期
待
し
た
か
ら
。 

問
五 

元
々
使
っ
て
い
た
が
失
踪
し
て
し
ま
い
気
に
か
け
て
い
た
僧
が
姿
を
現
し
た
こ
と
に
深
く
感
激
し

た
か
ら
。 

問
六 

エ 

 

配
点
：
問
一
〜
問
三
・
問
六 

各
２
点×

５
、
問
四
・
問
五 

各
５
点×

２ 
 
 
 
 
 
 

２
０
点 


